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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織の減衰係数を求める方法であって、前記方法は、
　パルスシーケンスに従って超音波トランスデューサから組織に向けて超音波パルスを送
信するステップであって、前記パルスシーケンスは、前記超音波トランスデューサの主通
過帯域の内側にある少なくとも１つの第１の周波数及び前記主通過帯域の外側にある少な
くとも１つの第２の周波数のパルスを含む、ステップと、
　前記パルスシーケンスの前記少なくとも１つの第１の周波数及び前記少なくとも１つの
第２の周波数の前記パルスに対応するエコー信号を受信するステップと、
　前記少なくとも１つの第１の周波数及び前記少なくとも１つの第２の周波数の前記パル
スに対応する受信エコー信号の組み合わせに少なくとも部分的に基づいて、前記組織の減
衰係数を求めるステップと、
　計算された前記減衰係数と同時に、超音波画像を表示するステップと、
　を有する、方法。
【請求項２】
　前記超音波画像が、前記パルスシーケンスから受信されたエコーから、又は少なくとも
１つの他のパルスシーケンスから受信されたエコーから生成される、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　少なくとも１つの第１の周波数の前記パルスが広帯域パルスを含み、少なくとも１つの
第２の周波数の前記パルスが少なくとも１つの狭帯域パルスを含む、請求項１又は２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記広帯域パルスの中心周波数が、前記超音波トランスデューサの前記主通過帯域内に
ある、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの狭帯域パルスの中心周波数が、前記超音波トランスデューサの前
記主通過帯域の外側にある、請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの狭帯域パルスが、それぞれ異なる中心周波数を有する複数の狭帯
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域パルスの組み合わせである、請求項３又は４に記載の方法。
【請求項７】
　それぞれ異なる中心周波数を有する前記複数の狭帯域パルスの位相が、互いに対してシ
フトされている、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記広帯域パルスの継続時間が、前記少なくとも１つの狭帯域パルスの継続時間未満で
ある、請求項３から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記パルスシーケンスが符号化励起を含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記減衰係数を求めるステップがスペクトルシフト法を含む、請求項１から９のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１１】
　組織に向けて超音波パルスを送信する超音波トランスデューサであって、前記超音波パ
ルスはパルスシーケンスに従って送信され、前記パルスシーケンスは、前記超音波トラン
スデューサの主通過帯域の内側にある少なくとも１つの第１の周波数及び前記主通過帯域
の外側にある少なくとも１つの第２の周波数のパルスを含む、超音波トランスデューサと
、
　前記少なくとも１つの第１の周波数及び前記少なくとも１つの第２の周波数の前記パル
スに対応するエコー信号に少なくとも部分的に基づいて、前記組織の減衰係数を計算する
減衰係数計算器と、
　前記エコー信号に基づいて超音波撮像データを生成する少なくとも１つのプロセッサと
、
を備える、超音波撮像システム。
【請求項１２】
　前記減衰係数計算器がさらに、前記組織の減衰係数に少なくとも部分的に基づいて組織
の特徴付けを計算する、請求項１１に記載の超音波撮像システム。
【請求項１３】
　前記パルスシーケンスに対応するコマンドを生成し、前記コマンドを送信して、前記超
音波トランスデューサから前記パルスシーケンスを送信させるパルスシーケンス生成器を
さらに備える、請求項１１又は１２に記載の超音波撮像システム。
【請求項１４】
　前記パルスシーケンス生成器がさらに、符号化励起を生成する、請求項１３に記載の超
音波撮像システム。
【請求項１５】
　前記減衰係数計算器がさらに、前記符号化励起から生じるエコー信号を復号する、請求
項１４に記載の超音波撮像システム。
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